
 

 

（別記第２号様式 道民意見提出手続の意見募集結果） 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（素案） 
（千歳恵庭圏都市計画区域）についての意見募集結果 

令和 8 年（2026 年）７月１５日  

 
 千歳恵庭圏都市計画区域の「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（素案）」について、道民意見提出手
続きにより、道民の皆様からご意見を募集したところ、３１人から、延べ３７件のご意見が寄せられました。 

なお、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（以下「都市計画区域マスタープラン」という。）」は、
都市計画区域の人口や産業の現状と将来の見通しを踏まえ、中長期的な視点で都市の将来像を明確にし、その実
現に向けた大きな道筋を明らかにするための、都市計画の基本的な方向性を示すものです。したがって、この都
市計画区域マスタープランの見直しだけで、直ちに追記等された土地利用が図られるものではなく、個別の都市
計画決定等の手続きが必要で、その際にも、より具体的な土地利用の内容を基に、関係法令等に基づき、関係機
関等と協議・検討がなされます。 

ご意見の要旨及びご意見に対する道の考えについては、次のとおりです。 
 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

下記の 3 件を意見します。 

1 件目 

【該当頁（本文）】７ページ 

【該当箇所】  

・千歳市の柏台地区をはじめとする、新千歳空港及び

既成市街地に近接した、幹線道路沿道の交通利便性が

高い地区は、半導体関連企業の立地などに伴う新たな

工業用地の需要を踏まえ、農林業や既成市街地との調

和を図った上で、地区の特性や優位性を活かした計画

的な都市的土地利用の誘導を検討する。 

【ご意見】 

千歳市柏台エリアは、オオウメガサソウ、ベニバナヤ

マシャクヤクなどの貴重な植物の生息エリアです。自

然の保護のため、都市的土地利用は制限すべきです。 

次世代半導体製造工場優先のために、貴重な自然を破

壊することに反対します。 

2 件目 

【該当頁（本文）】 ７ページ～8 ページ 

【該当箇所】  

・千歳市の先端技術産業などが集積する美々地区への

近接性並びに３・２・63 号道央新道（国道 337 号）及

び３・２・３号国道 36 号（国道 36 号）に近接した 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 
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交通利便性が高い地区は、半導体関連産業における地

域経済活動を牽引する産業立地の促進のため、周辺環

境との調和を図りつつ、限定的な都市的土地利用を検

討する。 

【ご意見】 

上記箇所の国道３６号線沿いエリアは、日本の中でも

非常に貴重な自然環境を有するウトナイ湖の上流に位

置し影響が大きい場所です。 

原生的な自然の保護のため、都市的土地利用は、絶対

に制限すべきです。 

次世代半導体製造工場優先のために、貴重な自然を破

壊することに反対します。 

3 件目 

【該当頁（本文）】 １１ページ 

【該当箇所】  

・美々川については、自然環境の保全に努める。 

【ご意見】 

流域の環境を確実に保全いただきたいです。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

美々川流域への工場関連施設の立地に断固反対しま

す。流域全体の保全を優先してください。 

排水処理の有無だけで判断するのではなく、美々川

流域には人工排水を受け入れる前提の計画そのものを

認めるべきではありません。 

ラムサール条約湿地ウトナイ湖の上流域として、美

々川流域は開発より保全を優先すべきです。 

これ以上自然を痛めつけないでください 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご 2



 

 

 ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【該当頁（本文）】 千歳恵庭圏 p.4, 10, 11、苫小

牧圏 p.4, 6，9，10, 11, 12 

【該当箇所】 

千歳恵庭圏： 

「千歳市の北信濃地区、美々地区、上長都地区、泉沢

地区には一般工業地を配置し、製造加工業を主体とし

た内陸型工業地や新千歳空港への近接性、緑豊かな環

境を生かした多機能複合型工業地を形成する。」「ｅ 

空港 新千歳空港は、北海道の航空ネットワークの中核

空港として、増加する人や 貨物の需要に対応するため

の機能強化を図り、北の国際拠点空港化を進めるとと

もに、中心市街地や観光施設等の各拠点とのアクセス

機能の強化に努める。」「・美々川については、自然

環境の保全に努める。」 

苫小牧圏： 

「・一般工業地は、苫小牧市の錦岡地区、新明・あけ 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新 3



 

 

ぼの町地区、新開・柳町地区、沼ノ端地区、ウトナイ

地区、勇払地区及び各市町の市街地の幹線道路沿道に

配置し、軽工業施設等の集積を図る。」「・流通業務

地は、苫小牧港西港区において倉庫業、運送業等が集

積している元中野・港町地区、入船町地区、船見町地

区及び一本松地区を中心に、また、運送業及び卸売業

が集積している新明・あけぼの町地区、新開・柳町地

区、沼ノ端地区の幹 線道路沿道、北栄・ウトナイ地区

及び植苗地区に配置するとともに、白老町にある石山

地区を中心に卸売や物流の拠点として施設整備を進

め、機能の充実を図る。」「③ 自然的環境形成の観点

から必要な保全に関する方針 苫小牧市の樽前ガロー

地区、北大苫小牧研究林、トキサタマップ湿原、ウト

ナイ 湖周辺、美々川流域及び弁天沼周辺、白老町のポ

ロト湖と自然休養林、白老川、ウヨロ川、敷生川流域

及びヨコスト湿原地内に点在する湖沼群、河川、海浜

等の景勝地並びに市街地を取り巻く多くの山林原野等

については、住民の憩いの場または自 然地として保全

を図る。」「ｄ 空港 苫小牧市と千歳市にまたがる新

千歳空港については、国内線及び国際線需要の 10 増

加に対応するための整備に関する計画等を踏まえ、同

空港の機能強化、機能拡 充に資する施設や航空機整備

関連施設等の立地を適切に誘導するとともに、空港 へ

のアクセス強化による利便性の向上に努める。」「イ 

河川 河川については、自然生態系に配慮しつつ、親水

空間の創出に努め河川改修 を推進するとともに、市街

地の開発にあたっては、流域が本来有している保水、 

遊水機能の確保を図り、うるおいのある都市環境形成

に向け総合的な治水対策 を推進するとともに、河川環

境の保全を図る。」「・ラムサール条約に指定されて

いるウトナイ湖に注ぐ美々川は、河川環境の保全、再

生に資する整備の促進に努める。」「ｄ 景観構成系統 

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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・樽前山の山麓に広がる樹林地、ウトナイ湖を中心と

した湖沼・湿原の保全を図る。」 

【ご意見】 

ラムサール条約にも指定されている美々川とその流域

を含む勇払原野は、わが国でも辛うじて残された数少

ない自然生態系です。美々川周辺の市街化調整区域の

規制を緩和し、半導体工場の倉庫や事務所が建てられ

るようにする都市計画変更には賛成できません。 

特に、わが国できわめて稀少なベニザケが自然産卵し

ている美々川源流域に当たる千歳湖周辺の保全、千歳

市環境センター（以前、水生菌等による汚染源）汚染

防止、PFAS の 1 種 PFNA の高濃度検出場所（松美々橋；

田原 2013）周辺、ウトナイ湖の水位、等には十分な配

慮をお願いします。 

 

 Ｃ 

【該当頁】4/8 

【該当箇所】秩序ある都市的土地利用の実現に関する

方針 

【意見】 

新たに追加された文章ですが、千歳・恵庭の市民でな

いので、場所がよくわかりません。方針付図におおま

かなエリアを入れていただけないでしょうか。これは

市決定であれば他市の自分が言うのはおかしいかもし

れませんが道決定案件なので道民が知る権利はあると

思います。私が言っていることはまちがいでしょうか。 

「Ⅲ>１>（１）>④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」の新たな記載に関するご意見とお見受け

いたします。 

本記載のような「土地利用を検討する」内容につき

ましては、記載文から読み取れる以上の場所に係る内

容については、本方針の見直し時点では定まっておら

ず、今後検討されていくものと考えておりますので、

このような検討段階の土地利用に対応する図示は、い

たずらに期待感や不安感を煽るのを防ぐ観点から、方

針付図では明示しない統一的な運用を図っておりま

す。 

ただし、一方でご意見のような方もいらっしゃるこ

とも認識いたしましたので、今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【該当頁】区域分を定める際の方針 

【意見】 

２月４日の都市計画審議会において、道では現在区域

区分を定める方針を検討中と説明されておられたと記 

 昨年７月に開催しました都市計画審議会にて、委員

からの質問に対し、半導体関連企業の進出に伴うフレ

ームについて検討している旨回答しております。 

 それを受け、今年２月の都市計画審議会にて、市街 5



 

 

憶しておりますが、方針は決定したのでしょうか。ま

た公表されるのは５月の予備審になるのでしょうか。 

化区域の規模の見直しの考え方について報告しており

ますので、今後の改めての報告については考えており

ません。 

 Ｄ 

【該当頁】都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

の中間見直しについて（概要）（やさしい版） 

【意見】 

これはすばらしいものを作られたと思います。対象は

どなたになるのでしょうか。それとこれはぜひ道議会

議員に配布されてはいかがでしょうか。 

対象は、小学生、中学生及び高校生世代としており

ます。また、後述のご意見については、趣旨を把握で

きないため、お答えいたしかねます。 

 Ｄ 

はじめまして。 

私は、地域の発展と日本の産業競争力強化に資するラ

ピダス事業には基本的に賛同しております。 

半導体産業は国の安全保障および経済成長において極

めて重要であり、千歳市への立地は地域活性化・雇用

創出の観点からも大きな意義を持つと考えます。 

しかしながら、その一方で、美々川流域をはじめとす

る千歳市の自然環境は、単なる地域資源ではなく、不

可逆的な価値を持つ「公共資本」であると認識してお

ります。 

  美々川の特徴として下記の内容が考えられます。 

・ウトナイ湖へとつながる重要な水系 

・蛇行が保たれた極めて自然度の高い河川 

・湿地・ヨシ原・河畔林が一体となった生態系 

を有しており、北海道内でも極めて希少な自然環境で

す。 

また、水質浄化機能 

生物多様性の保全 

洪水緩和などの自然インフラ機能 

といった「見えない価値」を持ち、これは一度損なわ

れれば回復が困難です。 

  懸念点 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新た

な都市的土地利用を検討する際には、自然環境への影

響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と協

議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内では

対応が困難であることや、適正な開発規模であること

等、必要に応じて、手続きが進められるものと考えて

おります。 6



 

 

今回の流域開発において懸念しているのは、単なる局

所的な影響ではなく、 

流域全体での生態系の連鎖的破壊 

地下水・水質への長期的影響 

一度規制を緩和したことによる“開発の連鎖” 

といった不可逆的リスクです。 

経済学的に見ても、短期的な投資・雇用創出と引き換

えに、長期的な自然資本を毀損することは、結果とし

て地域の持続可能性を損なう可能性があります。 

千歳市、苫小牧市の未来は、「先端産業」と「豊かな

自然」が両立してこそ価値を持つものです。 

美々川の自然は、一度失えば二度と戻りません。 

だからこそ、今の判断には極めて慎重であるべきです。 

ラピダスには、日本を支える企業として、世界に誇れ

る“環境共生モデル”を示していただきたいと強く願

います。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【該当頁】P6 下から８行目以降 

【該当箇所】 

Ⅲ.主要な都市計画の決定方針 

１．土地利用に関する主要な都市計画の決定方針 

（４）その他の土地利用の方針 

③自然的環境形成の観点から必要な保全に関する方針 

【意見】 

 本地域内にはラムサール条約湿地ウトナイ湖に注ぐ

美々川の源流域を含むことから、流域全体への影響を

考慮し、保全対象の具体例として「美々川源流部の樹

林地」等を明記すべきです。 

 また、前方針の自然景観から自然的景観に変更され

ていますが、両者の差異が不明瞭で誤解を招く可能性

があることから、自然的景観の定義を記載するべきで

す。 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新 7



 

 

 たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

また、「自然的景観」への文言の変更につきまして

は、令和６年 11 月の国の都市計画運用指針の改正にお

ける文言統制によるものであり、本変更により、従前

の「自然景観」という文言は、本方針上は使用されま

せん。 

 Ｃ・Ｄ 

【該当頁】P7 下から３行目以降 

【該当箇所】 

Ⅲ.主要な都市計画の決定方針 

１．土地利用に関する主要な都市計画の決定方針 

（４）その他の土地利用の方針 

④秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

【意見】 

 国道 337 号及び国道 36 号に近接した地区の限定的な

都市的土地利用は、美々川源流部の環境に影響を与え、

その影響は流域全体に及ぶ可能性があることから行う

べきではありません。したがって、P7 下から３行目か

ら P８上から２行目までを削除してください。 

 美々川源流部に影響を与える可能性のある方針は、 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、 8



 

 

P11 26 行目に記載された「美々川については、自然環

境の保全に努める」、P13 の上から４行目「環境の維持

形成等について積極的な取組が一層必要」であること、

P13 の６行目からの「将来とも自然環境豊かなまちづく

りを進めていく」こと、P13 の 10 行目の「清流と河畔

林を生かした緑の軸の育成強化」といった他の方針と

矛盾しており、整合性がとれないことからも、削除す

べきです。 

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

 ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【該当頁】P11 26 行目 

【該当箇所】 

Ⅲ.主要な都市計画の決定の方針 

２.都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の

方針 

（２）下水道及び河川 

①基本方針 a 下水道及び河川の整備の方針 イ河川 

【意見】 

 「美々川については、自然環境の保全に努める」に

賛同します。美々川は、該当地域の原風景を残す原始

河川であり、タンチョウをはじめとする希少な鳥類が

生息・利用する重要な環境です。これらの希少種が当

地域を利用できているのは、河川や湿原と道路・建屋

等とを隔てる「河畔林」が、騒音や光、人目を遮るブ

ラインド（緩衝機能）として機能しているためです。 

いただいたご意見については、該当市へも伝えさせ

ていただき、今後の参考といたします。 

9



 

 

したがって、水面や湿原そのものにとどまらず、河

畔林を含めた自然環境を一体として、改変を避けて保

全すべきです。 

 

 Ｃ 

【該当頁】P13 

【該当箇所】 

Ⅲ.主要な都市計画の決定の方針 

４.自然的環境に関する主要な都市計画の決定方針 

【意見】 

・上から４行目の「豊かな緑に包まれた環境の維持形

成等について積極的な取組が一層必要」であることに

賛同します。2022 年 12 月に採択された「昆明・モント

リオール生物多様性枠組」及び翌年３がつに閣議決定

された「生物多様性国家戦略 2023-2030」においても

2030 年にネイチャーポジティブを達成することとされ

ていることからも、より一層の積極的な取組を行うべ

きです。 

・自然環境豊かなまちは、気候の緩和、生物多様性の

維持、市民のウェルビーイングに効果を発揮すること

から、６行目からの「将来とも自然環境豊かなまちづ

くりを進めていく」ことに賛同します。 

・本地域には原始的な風景を残す清流である美々川の

源流部などがあることから、10 行目の「清流と河畔林

を生かした緑の軸の育成強化」に賛同します。河畔林

の保全、育成は、樹林性の動物の回廊として機能し、

多くの種の分散や遺伝的交流に貢献すると期待されま

す。 

いただいたご意見については、該当市へも伝えさせ

ていただき、今後の参考といたします。 

 

 Ｃ 

【該当⾴（本⽂）】 

⾃然環境の保全及び⼟地利⽤に関する記述全般 

【該当箇所】 

美々川流域およびウトナイ湖周辺に関連する開発・⼟

地利⽤⽅針 

【ご意⾒】 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの 10



 

 

本計画における美々川流域周辺の開発⽅針について、

⾃然環境への影響の観点から意⾒を述べます。 

美々川流域はウトナイ湖へとつながる重要な湿地環境

を形成しており、⽣物多様性の観点からも極めて価値

の⾼い地域です。湿地は⼀度改変されると回復が困難

であり、⽔位や⽔流のわずかな変化であっても⽣態系

全体に影響を及ぼす可能性があります。 

また、本地域はラムサール条約の趣旨に照らしても、

慎重な利⽤が求められる区域であり、開発にあたって

は「賢明な利⽤」の原則に基づいた判断が不可⽋であ

ると考えます。 

加えて、近年は⾃然環境そのものが観光資源として重

要性を増しており、美々川流域も持続可能な地域活⽤

が期待される地域です。短期的な開発による利益だけ

でなく、⻑期的な地域価値の維持という観点からの検

討が必要であると考えます。 

つきましては、以下の点について再検討を求めます。 

・⽔環境への影響に関する詳細かつ再評価の実施 

・希少種を含む⽣態系全体への累積的影響の検証 

・代替案（配置・ルート変更等）の検討 

・⻑期的なモニタリング体制および情報公開の強化 

将来の北海道における環境保全と持続可能な社会の実

現のため、⾃然環境の保全と地域の持続可能な発展が

両⽴する計画となるよう、慎重な検討を強く要望いた

します。 

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 

 Ｃ 

【該当箇所】 苫小牧圏および千歳恵庭圏の素案におけ

る、美々川流域およびウトナイ湖周辺に関する土地利

用・保全の方針全般について 

【意見の内容】 私は環境保全の専門家ではありません

が、自然と野鳥を心から愛する一国民として、今回の

都市計画の素案について意見を提出いたします。 

現在、日本野鳥の会をはじめとする専門の保護団体が、 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し 11



 

 

本素案の一部（美沢地区等における都市的土地利用の

推進など）が美々川源流部や流域全体へ悪影響を及ぼ

すとして強い懸念を示しています。私も一会員として

この意見に全面的に賛同しており、北海道および関係

市町の皆様に以下の 4 点をお伝えしたく存じます。 

1. 世界的に貴重な自然は、経済的有意性に優先して守

られるべきです。美々川源流部からウトナイ湖周辺に

かけての豊かな湿地や草原、そしてそれらを守る河畔

林などの環境は、日本国内にとどまらず世界的にも極

めて貴重なものです。仮に開発によって一時的な経済

的有意性が見込まれたとしても、このかけがえのない

自然を少しでも損なうような選択はすべきではありま

せん。 

2. 自然環境こそが北海道の「最大の資産」です。北海

道が持つ最大の資産であり、全国の国民や世界中の人

々を惹きつける魅力の源泉は、他でもない「雄大で豊

かな自然環境」です。これを経済的な目的のために切

り売りし、損なってしまうことは、長期的に見て北海

道自身の価値を下げることにつながると危惧していま

す。 

3. 一代の都合で、地球の歴史を棄損してはなりません 

道路や建物といった人工物の寿命は、長くても数十年

単位と有限かつ短期的なものです。一方で、当該地域

の原始的な河川や湿原の環境は、地球の歴史とともに

途方もない時間をかけて育まれてきたものです。私た

ち「今を生きる一代の都合」だけで、安易に改変した

り棄損したりして良いものではありません。ありのま

まの姿で未来の世代へ引き継ぐ重い責任が私たちには

あります。 

4. 専門家の声に耳を傾け、「流域一体の保全」の実現

を求めます。自然の生態系は水系を通じて繋がってお

り、源流域での小さな開発が下流域のウトナイ湖に致

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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命的な影響を与える可能性があります。関係各位には、

目先の開発利益にとらわれない良識あるご対応を強く

期待いたします。具体的には、日本野鳥の会など環境

保全の専門団体や専門家の客観的な意見に真摯に耳を

傾け、源流から河口部に至る「流域一体の保全」を固

たる方針として実現してくださるよう、切にお願い申

し上げます。 

 

 

 

 

 Ｃ 

北海道在住の者です。 

以下の都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（素

案）について意見を提出いたします。 

・札幌圏都市計画都市計画区域 

・千歳恵庭圏都市計画都市計画区域 

・苫小牧圏都市計画都市計画区域 

これらの方針に関連し、ラムサール条約に登録された

湿地および自然な流れを有する河川や、それらを取り

巻く森林を含む地域の自然環境について、開発を可能

とする方向性には反対いたします。特に美々川は ウト

ナイ湖へとつながる重要な水系であり、その流れの改

変や護岸工事等の人為的な改変は、湿地環境および生

態系に重大な影響を及ぼすおそれがあります。同湖は

国際的にも重要な湿地であり、その保全との整合性が

強く求められると考えます。 

一度損なわれた自然環境の回復は困難であり、近年の

異常気象による生活への影響や、将来世代への影響も

懸念されます。 

以上の理由から、十分な説明および事前の環境影響評

価の徹底を求めるとともに、本方針の慎重な再検討を

強く求めます。 

 札幌圏の「都市計画区域の整備、開発及び保全の方

針」については、「Ⅲ>１>（４）>③自然的環境形成の

観点から必要な保全に関する方針」等にも示されてい

るとおり、「豊かな山林原野、丘陵台地、河川敷地及

び湿地帯等については、今後とも保全を図る。」と位

置づけております。 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新た

な都市的土地利用を検討する際には、自然環境への影 

響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と協

議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内では 13



 

 

対応が困難であることや、適正な開発規模であること

等、必要に応じて、手続きが進められるものと考えて

おります。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

なお、苫小牧圏のご意見に対する回答につきまして

は関係市町と調整継続のため、別途回答予定であるこ

と、申し添えます。 

 Ｂ、Ｃ 

【意見の趣旨】次世代半導体プロジェクト（ラピダス）

等の大規模工業展開に「機動的に対応」するための見

直しは、千歳川流域の生態系および住民の安全に対し、

科学的評価を超えた重大な環境負荷を与える恐れがあ

るため反対する 。本素案には、化学物質汚染に対する

厳格な監視体制と、情報公開の透明性を担保する条項

を盛り込むべきである。 

【意見の理由】 

1.PFAS 等による広域的な水圏汚染リスク:ラピダス工 

場の操業に伴い、特定 PFAS（PFOS、PFOA、PFHxS）以外

の規制対象外 PFAS が排出される可能性が認められてい

る。特に分子の小さい短鎖 PFAS は回収が困難であり、

排水先である千歳川に放出された場合、下流の江別市

等での水道水利用や、石狩湾の漁業資源への生物濃縮

を通じた不可逆的な影響が懸念される。 

2.科学的検証を阻害する情報の不透明性:道と企業が

締結した「水利用に関する協定」や関連会議の議事録

の多くが黒塗り（非公開）とされており、第三者によ

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新 

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と 14



 

 

る保全生物学的な環境リスク評価が著しく困難となっ

ている。 

3.地下水涵養機能への影響:工業展開に伴う土地利用

の改変は、地表面の被覆を招き、地域の健全な水循環

を支える地下水への浸透能を低下させる恐れがある。 

【提 言】本方針において、大規模工業展開を許容す

る条件として、熊本県での事例のような広範な PFAS モ

ニタリング（250 種類以上）の実施と、そのデータの即

時公開を義務付けるべきである。 

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

「千歳恵庭圏都市計画(千歳市・恵庭市)都市計画区域

の整備，開発及び保全の方針」へ の意見 

*意見主旨* 

私は札幌市在住ですが、ウトナイ湖に飛来する渡り鳥

を目の当たりにした際、その自然環境の尊さに深い感

銘を受けました。渡り鳥は長距離移動の過程で多くが

命を落とすと言われており、その中でウトナイ湖にた

どり着ける環境は極めて貴重です。 

ウトナイ湖はラムサール条約登録湿地として国際的に

も保全が求められている地域であり、その生態系を支

える周辺流域の環境保全は不可欠です。 

特に、美々川源流部、勇払川・安平川河口部を含む流

域全体は、生物多様性の観点から一体的に保全される

べきであり、これらに影響を及ぼす土地利用のあり方

について慎重な検討が必要と考え、本意見を提出しま

す。 

また、将来世代にこの貴重な自然環境を引き継ぐ観点

からも、短期的な土地利用よりも長期的な環境保全を 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

 ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と 

優先すべきと考えます。 

*【該当頁】* 

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ 15



 

 

P7 下から 3 行目以降 

*【該当箇所】* 

III.主要な都市計画の決定の方針 

1.土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

(4)その他の土地利用の方針 

4 秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針*【意見

内容】* 

国道 337 号および国道 36 号に近接した地区における都

市的土地利用の推進は、美々川源流部の水環境および

生態系に影響を及ぼすおそれがあります。これらの影

響は局所的なものにとどまらず、流域全体、ひいては

ウトナイ湖の生態系にまで波及する可能性がありま

す。 

環境への影響については不確実性が伴うことから、重

大な影響が懸念される場合には予防的観点に立った対

応（いわゆる予防原則）が求められます。 

したがって、当該箇所（P7 下から 3 行目～P8 上から 2

行目）に記載されている都市的土地利用の推進に関す

る記述は削除、または少なくとも「環境影響を回避・

最小化するための厳格な条件付き」とするなど、保全

を優先した内容に修正すべきと考えます。 

また、本計画内には以下のような自然環境保全を重視

する方針が既に示されています。 

- 「美々川については，自然環境の保全に努める」（P11） 

- 「環境の維持形成等について積極的な取組が一層必

要」（P13） 

- 「将来とも自然環境豊かなまちづくりを進めていく」

（P13） 

- 「清流と河畔林を生かした緑の軸の育成強化」（P13） 

これらの方針との整合性を確保する観点からも、当該

土地利用方針の見直しは不可欠であると考えます。 

さらに、当該区域については開発を前提とするのでは

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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なく、自然環境保全型の土地利用（緩衝帯の設定や保

全区域の明確化等）を基本とする方針への転換を検討

すべきと考えます。 

以上 

 

 

 

 Ｃ 

意見： 

工場関連施設の立地・建設に反対いたします。 

なぜ新たに土地を開発しなければならないのか、理解

に苦しみます。千歳には大規模な工業団地があると言

うのに（しかも空いている）。 

『手つかずの自然』が何ものにも代え難い貴重で魅力

的なものである事を、北海道が世界に向けて発信し率

先して守っていく姿勢をアピールすべきなのではない

でしょうか。 

釧路湿原のメガソーラー問題のように、着工してから

非難にさらされるようなみっともない事にならないよ

う、熟考を要請します。 

～ 

以上、宜しくお願いします。 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

 ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、 17



 

 

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【はじめに：計画策定に携わる皆様への敬意と労い】 

北海道の未来を左右する都市計画の策定に尽力されて

いる皆様に、深く敬意を表します。半導体拠点の形成

という国家プロジェクトを目前に、スピード感を持っ

た調整を担われる皆様のご苦労は、25 年間にわたり道

内の自然科学に携わってきた身としても重々承知して

おります。 

本意見書では、多くの道民が指摘するであろう一般的

な環境論を一歩踏み込み、都市計画の「合理性」と「国

際競争力」の観点から、代替案を含む提言をさせてい

ただきます。 

なお、本意見は主に苫小牧圏・美々川流域の事案に主

眼を置いておりますが、共通の課題を抱える札幌圏、

千歳恵庭圏の都市計画についても同様の視点が必要で

あると考えます。 

1. 立地の合理性への疑問：既存社会資本（ストック）

の再活用 

今回の素案では新千歳空港周辺の「市街化調整区域」

の弾力化が謳われていますが、未開発の湿地を潰す前

に、既に社会活動が行われている地域や、既存の低利

用地の再編を優先すべきではないでしょうか。 

距離の近さは「絶対条件」か: 

工場と関連施設の近接性は利点ですが、デジタル化・

自動化が進む現代において、数キロ〜十数キロの距離

は致命的な欠陥にはなり得ません。 

成功例（既存ストックの活用）: 

ドイツの「ルール地方」（IBA エムシャー・パークの事

例）では、広大な緑地や湿地を破壊するのではなく、

閉鎖された工場跡地や既存の都市機能を高度に再編

（ブラウンフィールド開発）することで、新たな産業 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

 ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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クラスターの形成に成功しています。 

提言: 

湿地という「一度失えば再生不可能な自然資本」を消

費する前に、空き店舗や低利用の工業団地、あるいは

既存市街地の再開発を優先する「再生優先型」の計画

への転換を強く求めます。 

2. 生態系サービスの損失と「汚染リスク」への厳格な

注視 

※本項目については、多くの道民が指摘するであろう

「生物多様性の保全」の重要性を前提とし、ここでは

専門的見地から「汚染リスク」に絞って簡潔に記述し

ます。 

土壌・水質の不可逆的汚染: 

泥炭地は物質を蓄積しやすい特性を有します。開発に

伴う盛り土や不適切な資材の流入により、ヒ素やフッ

素等の重金属汚染が地下水系を通じて広域に拡散する

リスクは極めて高いと考えられます。 

浄化機能の喪失: 

湿地が担う「天然の濾過機能」が失われれば、下流域

の利水コスト増大や沿岸漁業への悪影響が懸念されま

す。これは一度発生すれば、除染に天文学的な費用を

要する「将来の負債」に他なりません。 

3. TNFD を「前提」とした、さらに踏み込んだ国際競争

力への視点 

TNFD（自然関連財務情報開示）への対応は、今やグロ

ーバル企業の「最低限のマナー」です。本計画では、

その一歩先を見据える必要があります。 

「ネイチャー・ポジティブ」な立地選定: 

世界の先端企業が今求めているのは、単なる更地では

なく「その拠点に存在することで自社の環境評価が向

上する場所」です。湿地を破壊して建てられた施設は、

企業のサプライチェーン評価において「リスク（負の 
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遺産）」と見なされる懸念があります。 

切り口の転換: 

湿地を「保護区」として隣接させ、その環境価値を企

業が利用できる（カーボンクレジットや生物多様性オ

フセットの場とする）計画にすれば、他地域にはない

「世界で最もクリーンな産業拠点」として、より質の

高い投資を呼び込むことが可能です。 

4. 北海道ブランドの「実質的減損」：風景の公共性 

「自然豊かな北海道」というブランドは、単なるイメ

ージではなく、道民全員の共有資産です。 

風景の不可逆性: 

新千歳空港周辺の原野景観は、来訪者が最初に触れる

「北海道の顔」です。ここが凡庸な物流倉庫群に塗り

替えられることは、北海道が数十年かけて築き上げた

観光・食の信頼基盤を、根底から崩す行為となり得ま

す。 

経済的損失の試算: 

ブランド価値の低下による観光消費の減退や、農水産

物の「清浄なイメージ」の喪失は、一時的な税収増を

遥かに上回る長期的な損失を地域にもたらす恐れがあ

ります。 

5. 結びに：対立ではなく「賢明な選択」を 

過去の「千歳川放水路計画」のような、長年の停滞と

莫大な公金浪費を繰り返してはなりません。また、篠

路福移湿原のような悲劇を繰り返すことも避けるべき

です。 

既存の社会活動エリアを高度化し、湿地を「資産」と

して残すという選択は、一見遠回りに見えて、実は最

も紛糾が少なく、国際的にも評価される「最短の発展

経路」であると確信しております。100 年後の北海道を 

担う子供たちが、皆様のこの決断を「英断」と称える

ります。 
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【該当頁（本文）】 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

【該当箇所】 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

【ご意見】 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針、専門家チ

ームによる地形生態系への調査と確保 

三つの地域における開発に、最も重要であり、今後の

気候変動や自然災害な関わる、土地との対話である大

切な３つ目が抜けています。 

いずれも理想像として良いと思います。人の流れは集

約されていく可能性もあります。 

北海道の財産を切り崩してまで、取り組むことには反

対です。 

 札幌圏の「都市計画区域の整備、開発及び保全の方

針」については、「Ⅲ>１>（４）>③自然的環境形成の

観点から必要な保全に関する方針」等にも示されてい

るとおり、「豊かな山林原野、丘陵台地、河川敷地及

び湿地帯等については、今後とも保全を図る。」と位

置づけております。 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

札幌郊外も、ウトナイ湖周辺地域は特に、守らねば戻

らぬものとご存知のはず。 

人が入ったところには、汚水が必ず出ます。従来の水

の法律では、人は守れても生態系は守れません。生き

た土地を殺さないでください。 

言葉の表現が必ずしも他者と一致しないと思います

が、自然との付き合い方を取り入れた開発を取り組ん

だ上で、同様の意見に耳を傾けて、一時停止すべきで

す。 
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なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

なお、苫小牧圏のご意見に対する回答につきまして

は関係市町と調整継続のため、別途回答予定であるこ

と、申し添えます。 

 Ｂ、Ｃ 

【該当頁（本文）】 千歳恵庭圏都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針 

苫小牧圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

【該当箇所】 ●千歳恵庭圏都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針 

P7；千歳市の先端技術～・・・・・・都市的土地利用

を検討する。 

●苫小牧圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

P7；国道 36 号沿道～・・・・・・・都市的土地利用を

検討する。 

●その他、全文に通底する土地開発の考え方 

  方針の文言等は整然として立派ですが、例として

「河川緑地の整備等・・・」について現実にはコンク

リート固めの河川敷になっています 

    その他は略 

【ご意見】  経済界の要望が多いのでしょうが・・

・ 

2026 年 4 月 1 日付けの北海道新聞を拝見し、驚きと共

に「またか！」という思いです。わずかに残された北

海道の自然を愛する一市民としての声をお聞きくださ

い。 

ウトナイ湖は湖周辺だけを保全すれば良いのではあり

ません。そこに至るまでの地の利、環境があってこそ

成り立ちます。 

かつて、知床が開発により自然破壊が進められた時、

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります 22



 

 

未来を見据えて力を合わせた心ある人々により知床は

守られ、世界的な観光資源となり北海道の代名詞のよ

うにもなっています。大切なものはなにか、見極めて

ください。 

ウトナイ湖やそれにつながる自然のゾーンは知床に匹

敵する北海道の宝です。何万年もの年月をかけて形作

られてきた自然は人間と共に生きている生きモノたち

の住処です。 

移動する熊の道を遮断しないでください。事故が起き

ます。壊さないでください。北海道に残された数少な

い貴重な自然です。 でなければ、かつてオオカミが

開発の邪魔者として計画的に殺害され絶滅させられた

ように、この開発計画により多くの生き物たちが絶滅

させられてしまいます。  

北海道の未来像は、目先の経済効果ではなく自然と共

にある北海道、自然に生かされていることを実感でき

る北海道であって欲しい。 

わずかに残された自然を大切に守る国土づくりを求め

ます。 

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 

 Ｃ 

【該当頁（本文）】 P. 7 

【該当箇所】千歳市の先端技術産業などが集積する美

々地区への近接性並びに国道 377 号及び国道 36 号に近

接した交通利便性の高い地区は、半導体関連産業にお

ける地域経済活動を牽弓する産業立地の促進のため、

周辺環境との調和を図りつつ、限定的な都市的利用を

検討する。 

【意見】 

P.13~14「自然的環境に関する主要な都市計画の決定方

針」には、「清流と河畔林を生かした緑の軸の育成強 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ 

化」が明記されており、河川敷に限定されない河畔林

を含む流域環境全体を、保全すべき重要な自然環境と

して位置づけているものと理解しています。 

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、 23



 

 

しかしながら、P.7 において、美々川流域に隣接する国

道 36 号沿線を含む地区について、「周辺環境との調和

を図りつつ、限定的な都市的利用を検討する」との記

述がなされていることは、上記方針との整合性の点か

ら重大な懸念を生じさせるものです。 

美々川は、市街地近傍に位置しながらも、湿地を自然

蛇行するきわめて希少性の高い河川環境を現在に残し

ています。その流況は極めて緩慢であり、一度流入し

た土砂や化学物質、生活·産業由来の汚染物質が長期に

わたり滞留・蓄積しやすい特性を有しています。これ

らの影響は美々川流域にとどまらず、下流のウトナイ

湖にも確実に及びます。 

湿地帯の土壌および生態系は、数百年から数千年とい

う長い時間をかけて形成された不可逆的な自然資本で

す。私は継続的にカヤックによって美々川流域を観察

していますが、護岸等の人工構造物がほとんど存在し

ない現在の自然状態が維持されているからこそ、ベニ

ザケやシロサケの遡上、オジロワシの越冬、ハクチョ

ウの営巣といった貴重な生態系が成立していることを

確認しています。 

このような環境特性を有する流域において、「限定的

な都市的利用」という表現は、環境への実質的な影響

を過小評価するおそれがあります。都市的土地利用が

もたらす負荷は段階的かつ累積的に現れるため、「限

定的」であるか否かにかかわらず、将来的な環境改変

の端緒となる可能性を否定することはできません。 

一方、半導体関連産業は短中期的には地域経済への寄

与が期待されるものの、需要構造や技術革新の速度を

踏まえれば、数十年から百年単位での持続性を前提と

することは不確実です。その一方で、改変された湿地

環境や生態系は、将来世代にわたり回復不能な損失を

残します。短期的な経済効果を根拠として、不可逆的 

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

後段について、「Ⅲ>１>（１）>④秩序ある都市的土

地利用の実現に関する方針」の既存の記載に関するご

意見とお見受けいたします。 

 当該記載においても、「...自然環境との積極的な保

全の観点…から、土地利用についての検討を進める。」

と位置づけております。 
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な自然環境改変を容認することは、公共的土地利用政

策として慎重であるべきだと考えます。 

以上を踏まえ、美々川流域に隣接する区域における施

策については、不可逆的な自然環境およびそれに依存

する生態系への影響を十分に考慮し、美々川流域の現

状保全を前提とした形に限定する旨を、計画文言上明

確にするよう強く求めます。 

【該当頁（本文）】 P. 7 

【該当箇所】千歳市の蘭越地区は、「千歳市アイヌ施

策推進地域計画」に基づき、自然環境の活用を通じた

魅力ある場の創出と自然環境の積極的な保全の観点、

文化の継承・保全の観点から、土地利用の可能性につ

いて検討を進める。 

【意見】 

千歳アイヌ協会主催の行事にも参加する立場として、

アイヌ文化の継承・保存の取組が進められること自体

には強く賛同しています。その一方で、その目的の下

で蘭越地区における土地利用の検討が進められること

については、千歳川の自然環境との関係性を踏まえた

慎重な検討が不可欠であると考え、強い懸念を抱いて

います。 

なお、蘭越地区は千歳川の両岸に挟まれた地形的に制

約の大きい区域であり、当該地区における土地利用の

変更は、直接・間接を問わず河川環境への影響を不可

避に伴うものと考えます。このような立地特性を踏ま

えれば、土地利用の問題と河川環境の問題を切り離し

て論じることは困難です。 

河川の護岸化や河床の改変は、サケ類の産卵床を直接

的に破壊、あるいは形成を阻害するおそれがあり、そ

の結果としてサケの遡上数の減少を招きかねません。

これは単なる可能性の問題ではなく、河川環境と魚類 
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の再生産との関係を踏まえれば、十分に予見可能な影

響であると考えます。 

私は日常的に千歳川の自然環境を観察していますが、

今シーズンはサケの遡上数が少なく、それに伴い、川

沿いや周辺に飛来する猛禽類の数も例年と比較して明

らかに少ない状況が見られました。このことから、千

歳川の生態系が、サケを起点とする食物連鎖によって

きわめてデリケートな均衡の上に成り立っていること

を実感しています。 

さらに、今シーズンはサケの遡上数の減少により、ア

イヌの伝統的なサケ漁が中止に追い込まれました。こ

れは、自然環境の変化が生態系に影響を及ぼすにとど

まらず、地域に長く受け継がれてきた文化的実践その

ものを成立させなくなっている現実を示して います。

サケは単なる水産資源ではなく、アイヌ文化において

食・儀礼・信仰を支える基盤的な文化的資源であり、

その喪失は文化継承の機会そのものの喪失を意味しま

す。 

このように、河川環境への比較的小さな改変であって

も、その影響は魚類や鳥類といった生態系の構成要素

にとどまらず、人の営みとしての文化にまで連鎖的に

及びます。自然環境は極めて繊細であり、一度その均

衡が崩れれば、回復には長い年月を要します。 

また、アイヌ文化は本来、自然との共生を基盤とする

思想を有しており、その名の下に自然環境を改変する

ことは、文化施策の趣旨とも整合しません。文化の継

承・保全を掲げる以上、その前提となる自然環境を確

実に守ることが不可欠であり、両者は切り離して論じ

られるべきものではないと考えます。 

以上を踏まえ、蘭越地区における施策については、不

可逆的な自然環境およびそれに依存する生態系・文化

的実践への影響を十分に考慮し、千歳川におけるサケ
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の産卵環境を含む現状の自然環境の保全を前提とした

形に限定する旨を、計画文言上明確にするよう強く求

めます。 

 

 

 Ｂ、Ｃ 

【該当頁（本文）】 

千歳恵庭圏都市計画（千歳市・恵庭市）都市計画区域

の整備、開発及び保全の方針 

Ⅰ.都市計画の目標 

２．都市づくりの基本理念 

【該当頁（本文）P-1／8】： 一方、千歳市への次世

代半導体製造工場の立地を契機とした半導体関連企業

の立地を促進し、本道全体にその効果を波及させるた

めに、産業動向及び必要な都市的土地利用の需要を見

通した上で、機動的な対応を進めるとともに、既存産

業との連携を図りながら、地域活力に資する都市づく

りを進める。 

【意見】「機動的な対応を進める」とは、具体的にど

のようなことをするのかが、不明だが、地域活力の源 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

である自然の再生産力を損なうようなことをしてはな

らない。 

Ⅱ.区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の

方針 

１．区域区分の有無 

【該当頁（本文）P-2／8】：…以上のことから、今後

も農林業との健全な調和を図りながら、無秩序な都市

化を抑制し、計画的な市街地整備を図っていくために、

引き続き区域区分を定める。 

【意見】「…計画的な市街地整備を図っていくために、

引き続き区域区分を定める。」とあるが、健全な農林

業との調和を図るには、自然の再生産の仕組みを壊さ

ないようにすることが必要なので、事前の調査を詳細

に行い、現地の自然の再生産の仕組みを読み解いて区

域区分を行う、あるいは、手をかけないことが必要で 27



 

 

ある。 

Ⅲ腫瘍亜都市計画の決定の方針 

１．土地利用に関する主要な土地計画の決定の方針 

（１）主要用途の配置の方針 

⑤用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針 

【該当頁（本文）P-3／8】： 

・本区域の幹線道路の沿道については、必要に応じて

背後地の住環境や工業地の操業環境等に配慮し、社会

経済情勢の変化や市街地の成熟化に伴い、土地利用を

見直す必要が生じた場合は、用途地域の見直しを適切

に進めるとともに、必要に応じて地区計画等の活用に

より適切かつ計画的な市街地の形成を図るよう検討す

る。 

【意見】すでに手をかけてある区域においても、自然

の再生産の仕組みが残されていれば、損なうことが無

いように、市街地の形成を縮小したり、あるいは、断

念すべきである。 

【該当頁（本文）P-3／8】： 

・大規模な未利用地及び公共用地において、土地利用

の転換が図られる場合には、用途地域の見直しを適切

に進めるとともに、必要に応じて地区計画等の活用に

より計画的かつ一体的な土地利用を図る。 

【意見】大規模な未利用地及び公共用地の土地利用は

止めていただきたい。 

（４）その他の土地利用の方針 

①優良な農地との健全な調和に関する方針 

【該当頁（本文）P-3／8】： 

・本区域のうち…農振法第 8 条第 2 項第 1 号の規定に

基づき、農用地区域として定められた者については「農

業上の利用を図るべき土地」として、市街化区域の拡 

 

【該当頁（本文）P-3／8】「市街地化区域の拡大の対

象としないでいただきたい…」：農業上の利用を図る

べき土地については、市街化の対象としないことを基

本としておりますが、現市街化区域内に活用できる未

利用地がないなど、やむを得ず市街化区域の拡大を要

し、かつ北海道全体に影響を及ぼす国策的プロジェク

ト等の対応に必要な都市的土地利用に限り、具体的な

土地利用の構想について、農業上の土地利用と必要な

調整が図られた場合は、例外的に農用地区域を市街化

区域の拡大の対象とするものですので、農用地区域の

開発を積極的に促す趣旨ではありません。 

 引き続き、農林業との健全な調和を図りながら、無

秩序な市街化を抑制し、計画的な市街地整備を図って

いけるよう適切に運用してまいります。 

 

【該当頁（本文）P-7／8】「美々川については...」「流

域の地計特性...」 

本「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」は、

国の都市計画運用指針でも、「...都市の将来像を明確

にするとともにその実現に向けての大きな道筋を明ら

かにする...都市計画の基本的な方向性を示すもの」と

されておりますので、個別の事業・対策等について、

具体的な方針や具体的な議論等を踏まえた内容、を記

載するものではないと考えます。 

大の対象とはしない。ただし、本区域のうち北海道全

体に影響を及ぼす国策的プロジェクト等の対応に必 
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要な都市的土地利用に限り、具体的な土地利用の構想

について、農業上の土地利用と必要な調整が図られた

場合は、市街化区域の拡大の対象とする。【意見】市

街地化区域の拡大の対象としないでいただきたい。北

海道の良さは、自然の再生産の仕組みによって支えら

れる農業にあのだから、たとえ国策的プロジェクト等

であっても、惑わされることなく、北海道の基盤であ

る自然の再生産の仕組みに支えられた農業の保全にこ

そ軸足を置くべきで、農業地を市街化区域拡大の対象

としてはならない。 

④秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

【該当頁（本文）P-5／8】： 

・千歳市の先端技術産業などが集積する美々地区への

近接性並びに３・２・63 号道央新道（国道 337 号）及

び３・２・３号国道 36 号（国道 36 号）に近接した交

通利便性が高い地区は、半導体関連産業における地域

経済活動を牽引する産業立地の促進のため、周辺環境

との調和を図り筒、限定的な都市的土地利用を検討す

る。 

【意見】隣接する美々川は、美々川の周辺の広域の伏

流水（地下水）によって支えられている自然の川の仕

組みが残された貴重な河川であることから、美々川周

辺の土地を都市的土地利用の検討対象から外し、土地

の改変を手がけないでいただきたい。 

２．都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の

方針 

（１）交通施設 

①基本方針 

a 交通体系の整備の方針 

【該当頁（本文）P-6／8】： 

・北海道の産業、経済、文化の交流を図るとともに、

安全で円滑な都市交通を確保するため、道路網の形成
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に努める。また、道路網形成については、主要幹線道

路を含む既存の道路の活用を基本とし、交通需要や都

市交通のニーズ等を踏まえ必要に応じて新たな道路整

備等の検討を行う。 

【意見】美々川を損なうような新たな道路整備等は検

討から外していただき、現状のまま改変しないでいた

だきたい。 

（２）下水道及び河川 

①基本方針 

a 下水道及び河川の整備方針 

イ河川 

【該当頁（本文）P-7／8】： 

・美々川については、自然環境の保全に努める。 

【意見】具体性が無いので、具体な保全の指針を示し

て、保全に努めていただきたい。美々川は湿地の川で

あり、流域周辺の伏流水（地下水）によって支えられ

ている川であることから、流域周辺の伏流水（地下水）

を涸らしたり、地中の水脈を損なうことが無いように、

また、乾燥化のきっかけになるような事業は避け、流

域全体を視野に入れて、流域全体を保全することが必

要である。そのために、美々川をよく知る人を交え、

一般公募も含めて、美々川の保全に係わる取り組みが

できるように、美々川水系保全に係る委員会を立ち上

げ、当該計画についても議論して、美々川の保全に努

めるべきである。一般公募を含め、美々川の保全に係

る委員会をぜひ立ち上げていただきたい。将来的には、

北海道の天然記念物に指定してもよいほどの貴重な川

である。 

また、道内の多くの河川で、国や道の機関による河川

管理の失敗から、河川が有する自然の再生産の仕組み

が悉く壊され、失われ、サクラマスやサケ、シシャモ

やキュウリウオ、カワヤツメ等々、多くの水産資源、 30



 

 

魚類資源が資源量を減じ、あるいは絶滅したことから、

川が有する自然の再生産の仕組みをあらためて学ぶ必

要があり、そうした学びの場としても、美々川は貴重

な存在となる川である。手をかけず、将来、川を蘇ら

せる取り組みが手がけられるようになった時に、川の

あるべき姿を知る「お手本になる川」として、役立て

ることができる川なので、ぜひ、現状のまま、美々川

を保全し、未来の道民に受け渡していただきたい。 

ラピダスのような半導体事業では多くの化学薬品が使

用されることから、美々川へ化学薬品が流れ込まない

ように、水質の監視を厳格にし、伏流水（地下水）を

含めて、美々川流域全体の水質の保全に努めていただ

きたい。 

【該当頁（本文）P-7／8】： 

・流域の地形特性、土地利用状況及び洪水被害の実態

を踏まえて、それぞれの地域に適合した流域対策に努

める。 

【意見】流域対策においては、流域対策についての議

論が必要なので、一般公募を含めた委員会を立ち上げ、

そこで議論して、流域対策の方向性を打ち出していた

だきたい。 

 

 Ｃ、Ｄ 

意見： 

【対象となる案件】 

「苫小牧圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」

および「千歳恵庭圏都市計画区域の整備、開発及び保

全の方針」の改定（素案）について 

【該当箇所】 

1. 苫小牧圏素案：P6「自然的環境形成の観点から必要

な保全に関する方針」および P7「秩序ある都市的土地

利用の実現に関する方針」 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

2. 千歳恵庭圏素案：P7「産業立地の促進」および P11 

「河川環境の保全」 31



 

 

【意見の要旨】 

美々川流域および国道 36 号・337 号沿道における、開

発を前提とした規制緩和および「限定的な都市的土地

利用」の検討を計画から削除、あるいは厳格に制限す

ることを求めます。 

【意見及び理由】 

提示された素案には、同一資料内において「自然保全」

と「開発促進」という、両立し得ない致命的な矛盾が

含まれています。以下の 3 点から、現在の計画案には

強く反対します。 

1. 自然保護方針との明らかな自己矛盾** 

計画内では「美々川流域の保全」や「自然環境の維持」

を掲げながら、その直後で国道 36 号沿道の「物流機能

の向上」や「産業立地の促進」のための土地利用を検

討するとあります。当該エリアの河畔林は、美々川の

野生生物を騒音や光害から守る不可欠な緩衝帯（バッ

ファー）です。ここを開発可能にする規制緩和は、北

海道自らが行っている「美々川自然再生事業」の意義

を根底から覆すものであり、行政方針として一貫性を

欠いています。 

2. ウトナイ湖の生態系に対する不可逆的な脅威 

美々川は、ラムサール条約湿地であるウトナイ湖の生

命線です。上流の美沢地区等は上下水道が整備されて

おらず、ひとたび物流拠点等の建設が進めば、工事に

よる土砂流入や事業排水の流入が避けられません。こ

れはウトナイ湖の水質汚染に直結し、国際的に守るべ

き生態系を破壊する恐れがあります。「自然を再生し

ながら開発を可能にする」という甘い見通しは捨て、

保全を最優先すべきです。 

3. 北海道の価値を損なう短絡的な土地利用への危惧 

私は札幌に拠点を置き活動していますが、美々川のよ

うな世界的にも貴重な自然環境は、一度壊せば二度と 

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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戻らない北海道の至宝であると確信しています。 

半導体関連産業の活性化は重要ですが、それは既存の

工業団地や環境負荷の低い代替地で進めるべきです。

わざわざ美々川という極めて繊細な環境をリスクにさ

らしてまで、国道沿いの利便性のみを優先する土地利

用計画は、長期的には「環境共生」を掲げる北海道の

ブランド価値を著しく毀損するものです。 

【結論】 

将来にわたって豊かな自然環境を維持するため、開発

ありきの土地利用検討を白紙に戻し、美々川流域の緩

衝帯（河畔林）を永久的に保全するよう強く要望しま

す。 

 

 Ｃ 

【該当頁（本文）】 P11 

【該当箇所】 2-(2)-①-a-イ河川 

【ご意見】 

 本計画において「美々川の自然環境の保全に努める」

とされている点は重要であると考えます。 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

 一方で、工業立地に伴う廃水が河川環境へ与える影

響については、十分な配慮が必要です。 

 廃水基準を満たしていても長期的には水質や生態系

への影響が懸念されます。 

 つきましては、美々川の環境保全の観点から工業廃

水の管理や継続的な水質監視の強化について方針とし

て明確にすることを求めます。 
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と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【該当頁（本文）】 P.7 下から 3 行目 

【該当箇所】 ・千歳市の先端技術産業などが集積す

る美々地区への近接性並びに３・２・63 号道央新道（国

道 337 号）及び３・２・３号国道 36 号（国道 36 号）

に近接した交通利便性が高い地区は、半導体関連産業

における地域経済活動を牽引する産業立地の促進のた

め、周辺環境との調和を図りつつ、限定的な都市的土

地利用を検討する。 

【意見】 下記 a〜d の理由のとおり、これまでの方針

等と矛盾する計画変更であることから、削除すべきで

す。 

a.  ラムサール条約登録湿地であるウトナイ湖の保全

には、水源である美々川の保全が重要です。当該地区

は美々川の源流域であることから、その開発は、美々

川およびウトナイ湖への影響回避が必須です。また、

美々川源流部からウトナイ湖にかけて広がる湿地帯

は、河川改修などがほぼ行われてなく、勇払平野のあ

りのままの姿を残す貴重な自然生態系です。 

b. 「北海道生物多様性保全計画(第 2 次計画)」(2024

年)の方針と整合しておらず、国の「生物多様性国家戦

略」（2023 年）をはじめ国際的な目標である「ネイチ

ャーポジティブ」にも逆行します。 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新た

な都市的土地利用を検討する際には、自然環境への影

響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と協

議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内では

対応が困難であることや、適正な開発規模であること

等、必要に応じて、手続きが進められるものと考えて

おります。 34



 

 

c.c. 「すぐれた自然地域」自然環境調査報告書（道南

圏域・道央圏域）（平成 5 年 3 月）などの科学的な知

見を踏まえた議論が行われない状況は、検討が不十分

と言わざるを得ません。このような性急な見直しは、

市民の理解を得られていません。 

d. 都市的土地利用を進めるには、道路や下水道等の都

市施設の整備が必要となり、また、それら施設の維持

管理には永続的に経費が発生します。その費用は、苫

小牧市のみならず北海道や国が負担することとなりま

す。急速な人口減少と高齢化が進んでいる現状に鑑み

て、これ以上の都市的土地利用区域の拡大は都市経営

そのものを危うくします。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【該当頁（本文）】 6 ページ （４）その他の土地利

用の方針  

④ 秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

【該当箇所】・３・１・２号美沢錦岡通（国道 36 号）

と３・２・509 号美沢新千歳空港通（主要道道新千歳空

港線）との交点周辺および、その交点から千歳方面の

３・１・２号美沢錦岡通（国道 36 号）沿道については、

新千歳空港・次世代半導体製造工場・苫小牧港への交

通の要衝としての優位性を活かした、半導体関連産業

等をはじめとする物流機能の向上を図るため、地区計

画等による限定的な都市的土地利用を検討する。 

【ご意見】 

意見：以上については削除すべきである。 

理由：同地区は美々川を含め貴重な自然が残されてい

る地区であり、「方針」のような土地利用をすれば必

ずそれが失われる可能性が高い。美々川はウトナイ湖

に流入する貴重な水源で、これが汚されると必然的に

バードサンクチュァリであり、ラムサール条約に湿原

登録されている同湖が汚染される。 

また、この問題に関しては苫小牧市議会でも十分に審 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ 35



 

 

議した形跡がなく、生物多様性を保全すべき苫小牧市

環境審議会においても諮られていない。手続き上も全

く不十分である。 

【該当頁（本文）】11 ページ 都市施設の整備に関す

る主要な都市計画の決定の方針 （１）基本方針 

【該当箇所】本区域は、勇払原野や樽前山の麓に広が

る広大な森林や湖沼をはじめとする豊かな自然に囲ま

れ、良好な都市環境が形成されている。 

【ご意見】 

意見：以上の本文に美々川、ウトナイ湖などを挿入す

べきである。 

理由：うっかりか故意かは知らぬが、自然保護上大事

な川と湖が抜けている。該当頁（本文）】７ページ 

④ 秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

【該当箇所】千歳市の先端技術産業などが集積する美

々地区への近接性並びに３・２・63 号道央新道（国道

337 号）及び３・２・３号国道 36 号（国道 36 号）に近

接した交通利便性が高い地区は、半導体関連産業にお

ける地域経済活動を牽引する産業立地の促進のため、

周辺環境との調和を図りつつ、限定的な都市的土地利

用を検討する。 

【ご意見】 

意見：該当個所を削除すること 

理由：同地区は美々川を含め貴重な自然が残されてい

る地区であり、「方針」のような土地利用をすれば必

ずそれが失われる可能性が高い。美々川はウトナイ湖

に流入するる貴重な水源でこれが汚されると必然的に

バードサンクチュァリであり、ラムサール条約に湿原

登録されている同湖が汚染される。 

また、この問題に関しては恵庭市議会でも十分に審議

した形跡がなく、生物多様性を保全すべき苫小牧市環

境審議会においても諮られていない。手続き上も全く

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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不十分である。  

 Ｃ 

【該当頁（本文）】6 ページ （４）その他の土地利用

の方針 

③ 自然的環境形成の観点から必要な保全に関する方

針 

【該当箇所】・市街地の周辺にある保安林や千歳市の

蘭越地区周辺の樹林地及び北海道自然環境等保全条例

により環境緑地保護地区に指定された恵庭市の西島松

地区の樹林地等の良好な自然環境については、後世に

継承すべき貴重な市民の財産であることから、今後と

も適切な維持・保全に努める。 

【ご意見】 

意見：上記地区の中に「美々川及びその流域・周辺と

ウトナイ湖の自然環境」を含めるべきである。 

理由：美々川はウトナイ湖に流入する貴重な水源であ

り、ウトナイ湖はバードサンクチュァリであり、ラム

サール条約に湿原登録されている貴重な湖である。万

が一にもこれが失われるようなことがあってはならな

い。 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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【意見】 

私は、美々川周辺の自然環境に大きな影響を及ぼすお

それのある開発について、強い懸念を抱いており、反

対の立場から意見を申し上げます。 

美々川周辺の自然は、苫小牧市だけにとどまるもので 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

はなく、千歳市、恵庭市を含む広域の自然環境とつな

がる、かけがえのない貴重な地域です。そこには多様

な生きものが生息し、豊かな水と緑が育まれ、北海道

らしい自然環境が今も残されています。このような環

境は、一度損なわれれば、元の姿に戻すことは極めて

困難です。 

開発は一時的な利便性や経済的効果をもたらすかもし

れませんが、その一方で、景観、水環境、生態系、地

域全体の自然のつながりに深刻な影響を与える可能性

があります。特に美々川周辺のような繊細な自然環境

については、取り返しのつかない変化を招くおそれが

ある以上、安易に開発を進めるべきではないと考えま

す。 

今、求められているのは、自然を壊してから対策を考

えることではなく、将来世代に何を残すのかという視

点に立ち、かけがえのない自然を守ることを優先した

判断です。美々川周辺の自然は、地域固有の財産であ

ると同時に、広域に共有される大切な環境資源でもあ

ります。その価値を十分に踏まえ、保全を最優先とし

た方針を明確に示すべきだと考えます。 

北海道におかれては、美々川周辺の自然環境の重要性

を重く受け止め、開発を前提とした方向ではなく、苫

小牧、千歳、恵庭を含む広域の自然環境を守る立場か

ら、慎重かつ責任ある判断をしていただくよう強く求

めます。 
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【該当頁】 かんたん版 新旧対照表 1 頁下〜２頁 

【該当箇所】 Ⅲ 1 (４) ④ ・の６番目 

【意見】 

ウトナイ湖へ流入する美々川とその流域は、これまで

多くの人々の努力によって保全され、再生され、甚だ

多様な野生生物が棲息できている道内屈指の、国際的

にも認められたエリアとして現在の姿を呈していると

認識しています。どうか、これまで通り、規制を緩め

ることなく、できうる限り保全していってほしいと願

っています。自然を失うと戻せないからです。特に、

水に繋がる多くの自然環境は、水のほんの少しの変化

でさえ多くの生態系に影響を及ぼし、「豊か」な状を

着実に枯死させ、回復困難を引き起こすことを、わた

くしは道新幹線工事によってまざまざと思い知らされ

ました。自身の居住地周辺は他者が認める保護区でも

なんでもないものの、豊かだった湧水が枯渇し、湧水

路周辺もどんどん乾燥が拡大し、蛍や山椒魚、ゲンゴ

ロウ等の希少な水生生物はいなくなり、植性も変化し

てきたし、樹木が倒伏し始めています。大変に衝撃的

な変化でした。水は、人工的な手をつけなくとも変化

するものでしょうが、自然に相対する人間の活動に伴

う変化は影響範囲があまりにも広く、あまりにも自然

の回復能力とは違う分野であり、痛ましい変化をもた

らすように思います。過去にも自然を犠牲にした開発

や経済優先の人間活動が行われてきたとは思います

が、美々川流域をも犠牲にするのはあまりにも勿体な 

いと考えます。これまでの規制がどのような趣旨で設

けられていたのかを再度確認するとともに、「千歳・

苫小牧圏」という視点よりもっと広く「北海道」が、

誇る美々川勇払地域を全力で保全する意図をもって、

規制を緩和しないことを要望いたします。よろしくお

願いします。 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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【該当頁】本文 P7 下から３行目以降 

・千歳市の先端技術産業などが集積する美々地区への 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再 

近接性並びに３・２・63 号 道央新道（国道 337 号）

及び３・２・３号国道 36 号（国道 36 号）に近接した 

交通利便性が高い地区は、半導体関連産業における地

域経済活動を牽引する産業立地の促進のため、周辺環

境との調和を図りつつ、限定的な都市的土地利用 を検

討する。 

【該当箇所】 

Ⅲ．主要な都市計画の決定の方針 

１．土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

（４）その他の土地利用の方針 

④秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

【ご意見】以下の理由から、上記について削除を求め

ます。 

この地域の限定的な都市的土地利用は、美々川の源流

部にあたり、環境・生態系に与える影響が流域全体に

及ぶ懸念があります。美々川流域はラムサール条約登

録の湿地ウトナイ湖に直結する美々川の源流・上流域

です。希少生物も多く生息する生態系の豊かな希少地

域です。もっと広い範囲、流域範囲での保全が必要エ

リアです。今回内容をそのまま進めますと、自然環境

が壊されて舞いかねず二度と再生できないかもしれま

せん。動植物だけではなく私たちにも多くのリスクを

及ぼすきっかけに成りかねないです。またラピダス稼

働エリアは、環境リスクにおいて通常以上に慎重にな

らない地域であり、このエリアは触るべきではありま

せん。半導体産業自体が自然環境へのリスクが高く、

環境負荷低減や自然環境保全への取り組みが非常に重

要です。何か起こると生態系だけでなく、企業や地域

が大きなダメージを受け、より一層の悪いイメージを

与えます。 

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

 ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

 したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 
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【札幌圏】 

p.3、p.10 

【札幌圏】 

p3,10  

高度利用住宅地、中心商業業務地、拠点商業業務地 

オープンスペースを生み出す方法を多様に創出してい

ただきたいと考えています。とくに高層の共同住宅は、

この点で大いに遅れています。敷地に対して建物の水

平投影面積が占める割合は少ないものの、その殆どは 

 「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の中

間見直しにおいては、市町からの案の申し出を受けつ

つ、変更内容を整理したところ、ご意見にございます

内容は、今回盛り込まれなかったところです。 

 ただし、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要 

駐車場となっています。道路境界沿や角地などに、オ

ープンスペースなり緑地を誘導できれば、街並みは一

層豊かになろうかと存じます。 

p.5 

沿道商業業務地この定義は国道 5 号線、12 号線、36 号

線、230 号線といった幹線道路、あるいはそれに準ずる

道路と理解して宜しいでしょうか。 

かつてはリンゴ園が並んでいた 230 号線沿いの市街化

を悲しい思いで見てきました。都市の発展を否定する

ものではありませんが、かつては川沿石山連絡線だっ

た 230 号線がまっすぐ南進し、市街地と田園の明確な

領域感が損なわれたことが、都市景観の大きな損失と

感じています。 

商業業務地の「分散的な立地」が、市街地と田園の明

確な領域を示す新たな都市景観の創出に結びつくこと

を祈ります。 

p.6、p.15、p.17 

スノーリゾート エリア / 道道西野真駒内北野線 

ここには「テイネ・ 国際・ばんけい・ 藻岩山・フッ

ズ・ 滝野」の「スキー場利用客の満足度を高め る施

設の整備やサービスの提供」と総論的に書かれていま

すが、それぞれに立地が異なります。 

着目したいのは、ばんけいと道道西野真駒内北野線で

す。このルートはばんけいの丁字路から円山に抜ける

ルートでもあり、盤渓北丿沢トンネルが完成してから、

なものと考えますので、該当市へも伝えさせていただ

き、今後の参考といたします。 

p5 

 ご意見の要旨を捉えられているか分かりかねます

が、都市の拡大等を検討する際には、機能性のみなら

ず景観の視点も取り入れてほしいとのことであれば、

該当市へも伝えさせていただき、今後の参考といたし

ます。なお、沿道商業業務地の箇所については、「方

針付図」よりご確認いただけます。 

p6,15,17 

 「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の中

間見直しにおいては、市町からの案の申し出を受けつ

つ、変更内容を整理したところ、ご意見にございます

内容は、今回盛り込まれなかったところです。 

 ただし、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要

なものと考えますので、該当市へも伝えさせていただ

き、今後の参考といたします。 

p8 

当該記載は、その後の具体な土地利用を位置づけてい

るものではありませんが、その中でも特記しているの

は、住居専用地域内の遊休地については、住居系土地

利用を基本に検討するということです。公園化や保護

林化を示唆しているものではありません。 

p10（農地） 

 本「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」は、 41



 

 

その利便性が高くなりました。このトンネルが完成し

た後の道道の交通量は増えたように実感しています。

また沿道には徐々に開発の手が入っています。しかし

ながら札幌の市街地に近い位置に立地しているにも関

わらず、緑豊かな沿道環境こそ、この道道の魅力であ

り、中央区、南区、西区を結ぶ魅力であろうと考えま 

国の都市計画運用指針でも、「...都市の将来像を明確

にするとともにその実現に向けての大きな道筋を明ら

かにする...都市計画の基本的な方向性を示すもの」と

されておりますので、個別の事象への対策方法を記載

するものではないと考えます。 

 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

す。こうした環境を積極的に地域資源と位置付けるこ

とは叶わないでしょうか？ 都市計画だからこそ、こう

した資源に着目して意義づけていただければと願いま

す。スノーリゾート エリアの整備から法の目をかいく

ぐるような開発や構造物の設置などの発生を回避する

手立てまで想定することが必要と考えます。 

p.8 

用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針 

長期的遊休地の今後の扱いが読み取れませんでした。

開発の対象となり、市街地としての利用に供され、均

質な範囲が広がることを回避できれば良いように思い

ますし、公園化、保護林化（p.9 「既存資源(貴重なみ

どり空間)の保全と活用」）に結びつけば、市の環境が

より良いものになると受け止めています。 

p.10 

都市内の緑地又は都市の風致の維持に関する方針 

大いに賛同します。地域資源として明確に位置付けら

れるよう、期待します。 

p.10 

優良な農地との健全な調和に関する方針 

市街地内に残された農地についてはいかがでしょう。

住宅地に囲まれると、新しい住民から土埃に対するク

レームが入るようになると聞いたことがあります。こ

うした農地も資源として位置付けて周知していく、開

発事業者にたいして分譲後のトラブルが生じないよう

な手立てを講じるように促す、といった誘導策を盛り 42



 

 

込めないでしょうか。 

p.23 

耕地防風林のの保全 

環境保全系統の一要素として耕地防風林が含まれてい

るのが、素晴らしいと感じます。ぜひこの文言をなく

さないでください。北海道の歴史的な農業景観の主役 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 なお、苫小牧圏のご意見に対する回答につきまして

は関係市町と調整継続のため、別途回答予定であるこ

と、申し添えます。 

級の存在と考えています。その存在を疎ましく思う農

業者もおられるようなので、営農上の利点となる価値

を付与できることを祈っています。 

【千歳圏】 

以下の CTS①と CTS②の間には大きな矛盾があるよう

に、あるいは自然環境にたいするダメージを過小評価

し過ぎているように拝察します。 

国を挙げての開発圧力の元、ある程度は仕方がないと

感じますが、美美公園周辺の商業系工業系への用途拡

大、転換には反対申し上げます。 

下流には世界が評価するラムサール条約地ウトナイ湖

があり、その重要な水源の美々川は手厚く保護すべき

ではないでしょうか。単なる河川域ではなく、この公

園の苔生す湿地のような環境は、地下水系を含め、広

範にわたって保護すべき貴重な環境資源、景観資源と

考えます。現在の方針付図とは逆に、この公園を大幅

に拡大する必要があろうと考えます。 

こうした視点から、環境保全系統（p.13）の「都市の

骨格となる緑地として…の河川緑地」に、ぜひ美々川

も加えていただきたく存じます。また、p.14 にある緩

衝緑地は、こうした水系の外側を囲むべきものとも考

えています。 

CTS① 

p.4 

工業・流通業務地、産業支援・交流業務地としての美

々地区 
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p.7 

先端技術産業集積地としての美々地区 

p.11 

「千歳公共下水道については、清流及び美々に処理場

を配置し…」 

CTS② 

p.6 

自然的環境形成の観点から必要な保全に関する方針 

p.11 

「美々川については、自然環境の保全に努める。」 

p.13 

「健康の維持・増進、文化活動の涵養等に資するよう

に…美々公園…を配置する。」 

【苫小牧圏】 

「千歳圏」と「苫小牧圏」は別立ての計画となってい

ますが、少なくとも美々川流域にかんしては、綿密な

連動が必要と考えます。またウトナイ湖の水源たる美

々川、勇払川、オタルマップ川はいずれも豊かな湿地

を有しています。これらの流域の保全を、都市計画だ

からこそ圏域の重要な骨格（環境インフラ？）として

打ち出すべきだと考えます。可能な限り広い河畔林を

保全の対象とし、官民一体となった合意形成を促せな

いものでしょうか。以下に計画書の素晴らしい文言を

列記させていただきます。 

p.6 

「美々川流域…については、住民の憩いの場または自 

然地として保全を図る。」 

p.11 

「市街地を流れる…勇払川を主とする河川について 

は、各種開発事業等との調整を図りつつ、総合的な治

水対策を促進するととも に、自然環境と市街地が融合

する河川及び水辺空間の整備に努める。」 44



 

 

「ラムサール条約に指定されているウトナイ湖に注ぐ 

美々川は、河川環境の保全、 再生に資する整備の促進

に努める。」 

 

 Ｃ、Ｄ 

①「苫⼩牧圏都市計画（苫⼩牧市‧ ⽩⽼町‧ 安平町‧

厚真町）都市計画区域の整備，開発及び保全の⽅針」

への意⾒ 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

【該当⾴（本⽂）】P7 上から 16⾏⽬ 

【該当箇所】 

III．主要な都市計画の決定の⽅針 １．⼟地利⽤に関

する主要な都市計画の決定の⽅針 

（４）その他の⼟地利⽤の⽅針 ④秩序ある都市的⼟地

利⽤の実現に関する⽅針の６番⽬ 

【意⾒内容】 

前ページｐ6 の「美々川流域及び弁天沼周辺ほかについ

て，住⺠の憩いの場または⾃然地として保全を図る．」

に⽭盾した内容となっている。よって、この部分の削

除を希望する。 

美々川流域はヒグマの通り道となっている箇所であ

り、⼯業地区と住宅地の間の緩衝地帯として重要な役

割を果たしている。現在苫⼩牧住⺠はヒグマの出没に

関して強い関⼼と恐怖があるが、この地域を開発する

ことによりそれらの問題が拡⼤する危険性は⾼い。ま

た、美々川はウトナイ湖へつながる重要な河川の⼀つ

である。近年ネイチャーツーリズムが世界的に主流に

なる中で、ウトナイ湖の環境が変わることによる将来

的な経済的損失も考慮すべきである。空港から近いこ

の地域にこれだけ多くの⾃然が残っている場所は世界

的に⾒ても少ない。今後観光産業にも⼒を⼊れていく

上で、この地域は保全に注⼒した⽅が⻑期的に価値が

ある。よってこの地域を都市的⼟地利⽤をすることに

強く反対する。なにより、この決定に関する説明が苫

⼩牧市⺠や地域で活動する団体や住⺠にも知らされて 45



 

 

いなかった。住⺠として強い憤りを感じる。 

【該当⾴（本⽂）】P11 

【該当箇所】 

III．主要な都市計画の決定の⽅針 ２．都市施設の整

備に関する主要な都市計画の決定の 

⽅針 （２）下⽔道及び河川 ②主要な施設の配置の⽅

針 b 河川 3 

【意⾒内容】 

美々川の河川環境の保全、再⽣に資する整備の促進に

関して、美々川への汚⽔の流⼊の可能性があることか

ら、美々川から⼀定の距離の地域の整備をすることに

反対する。⼀度⼿を加えてしまった⾃然は元に戻すこ

とができない。 

②「千歳恵庭圏都市計画（千歳市‧ 恵庭市）都市計画

区域の整備，開発及び保全の⽅針」への意⾒ 

【該当⾴（本⽂）】P7 下から 3 ⾏⽬以降 

【該当箇所】 

III．主要な都市計画の決定の⽅針 １．⼟地利⽤に関

する主要な都市計画の決定の⽅針 

（４）その他の⼟地利⽤の⽅針 ④秩序ある都市的⼟地

利⽤の実現に関する⽅針 

【意⾒内容】 

この地域の開発は美々川源流部と重なっており、美々

川のみならずラムサール条約に登録されているウトナ

イ湖や勇払原野にまで影響が⽣じる。また、この項⽬  

に書かれていることは環境保護と開発に関する内容の

⽭盾が多いので P7 下から 3 ⾏⽬から P8 上から 2 

⾏⽬までを削除を要求する。 

 

 Ｃ 

意見： 

美々川流域に半導体物流倉庫等の建設のために市街化

調整区域の変更が計画されているそうですが、千歳市

から苫小牧市にかけて美々川～ウトナイ湖の自然環境 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に 46



 

 

の良好な状況が残されていること、旅で訪れるたびに

季節ごとの美しさに感動しております。 

小さな釧路湿原のような環境に思え、美々川と周辺地

域の湿地が、ウトナイ湖や勇払原野と一体になって創

る風景や抱擁する動植物、それらに新千歳空港や苫小

牧港フェリーターミナルから用意にアクセスできる距

離であることも大変貴重な地域であると思います。 

できる限り、上記の意味合いもあり、美々川流域の改

変は避けて頂くか、建屋を建設、運用するにも環境に

十分な配慮を要していただきたい。また特に国道 36 号

線の東側は湿地のため、軟弱地盤や美々川や湿地帯に

土砂や汚水の流入での環境変化が起きやすいように思

われるので、できる限りの保全をよろしくお願いしま

す。 

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【該当頁（本文）】 美々川流域の市街化調整区域の変

更について 

【 該 当 箇 所 】 

【 ご 意 見 】 

・むかわ町周辺地に広がる自然の中で、キャンプ、カ

ヌーなどと、人生の中で新たな体験を楽しみました。 

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの 47



 

 

その中、ウトナイ湖からもつながる美々川は、蛇行し

た原始の姿を残し、こんな素晴らしい大自然が、千歳

・苫小牧市街地から近く、千歳空港からも目と鼻の先

にあることに驚き、感激いたしました。 

・その後、転勤族であったため、むかわ町等の胆振地

区を離れたのですが、時々は美々川周辺に足をのばし

楽しんでいました。 

・それが 30 年、美々川および周辺の河畔林は、奇跡的

な感じで残されていて、大都市周辺としては、とても

貴重に保全されています。最近はタンチョウの飛来地

にもなっているようで、道東からの新しい分散地にな

るなど大変重要な場所といえます。また長い歴 

史の中で、その河畔林は、ヒグマが北海道の東エリア

と西エリアを行き来する連絡路的役割にもなっている

と聞きます。道央地帯にもかかわらず大自然の宝庫で

す。 

・それが、この度のラピダスの展開に関係し、美々川

周辺の河畔林エリアが市街化調整区域の枠が外れ、倉

庫などに変貌する恐れがあると聞きました。この数日

の夕方のニュースでも拝見しました。 

・この奇跡的に残った道央の貴重な大自然を、目先の

ことから開発し消滅させてしまうのは、本当に情けな

いと思います。おそらくラピダスの経営指針でも自然

との共生的なことがあるのではないでしょうか。国家

プロジェクトで世界に名を挙げる大企業に関係する場

面で、このような愚かな方向になるのは、国家として

も、北海道としても恥ずかしい話です。是非、この奇

跡的に残った自然豊富なエリアを、いつまでも残すた

めに、市街化調整区域の枠をはずさず、逆に保護地域

にするくらいの取組を進めていただきたく思います。

一北海道民として、是非、この貴重な場所を残せるよ

うに希望いたします。 

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 
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・意見書の書き方がわからなく、このような書き方に

なってしまいましたが、是非、ご配慮をお願いいたし

ます。10 日までの記載が可のようですので、時間的に

ギリギリですが送らせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

 

 Ｃ 

苫小牧圏都市計画（苫小牧市、白老町、安平町、厚真

町）都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（素案）

および千歳恵庭圏都市計画（千歳市・恵庭市） 都市計

画区域の整備、開発及び保全の方針（素案）について、

ウトナイ湖周辺および美々川流域は、ラムサール条約

湿地や IBA（重要野鳥生息地）にもなっている生物多様

性の高い地域です。これらは一体となった生態系であ

り、どちらも周辺の原野や河畔林を含め、貴重な自然

環境であるので、ネイチャーポジティブという世界の

流れに逆行するような開発はせず、どうか自然環境を

守って欲しいです。 

苫小牧圏都市計画（苫小牧市、白老町、安平町、厚真

町）都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（素案）

について、6 ページ目の「③自然的環境形成の観点から

必要な保全に関する方針」では、「ウトナイ 湖周辺、

美々川流域及び弁天沼周辺」等について、「住民の憩

いの場または自 然地として保全を図る。」とあります。 

11 ページ目にも「ラムサール条約に指定されているウ

トナイ湖に注ぐ美々川は、河川環境の保全、 再生に資

する整備の促進に努める。」とあります。 

規制緩和を行うと、開発が可能となり、「保全を図る」

等とは逆の行為になります。 

千歳恵庭圏都市計画（千歳市・恵庭市） 都市計画区域

の整備、開発及び保全の方針（素案）について、11 ペ

ージ目、「・美々川については、自然環境の保全に努

める。」とあります。美々川では、自然再生事業が行

われていますし、規制緩和を行うと、開発が可能とな 

 本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

 本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

 ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な 49



 

 

り、矛盾します。 

他の箇所にも、ウトナイ湖や美々川について、「保全

する」、「再生する」、「豊かな緑に包まれた環境の

維持形成」などとも書かれています。苫小牧市生物多

様性地域戦略でも、美々川は重要な自然環境と書かれ

ています。 

ウトナイ湖や美々川のような自然環境とそこに生息す

る生物が魅力で、北海道に旅行に行ったりするので、

観光資源としても重要なはずです。ウトナイ湖や美々

川周辺の自然環境が守られるよう、土地利用方針の見

直しや、規制緩和の取り下げをお願いします。 

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

【該当頁（本文）】 1、都市計画の目標 2、都市づ

くりの基本理念 他 

【該当箇所】 千歳恵庭・苫小牧圏都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針の追加事項について 

【ご意見】 

現在の人間の生活において経済発展は大切であり、半

導体関連産業の工場等の土地を提供することはある程

度は仕方ないかと思います。けれども北海道として他

の都市のようにどんどん開発して人工物を増やしてい

くのはどうかと思うのです。北海道には他にはない大

自然や生き物がいて、そこを売りに経済発展をしてい

く方法も考えていけるかと思います。人工物のない手

つかずの自然を求める人々は沢山います。土地を人工

物に使ってしまうとどうしてもそこにいる動植物は減

ってしまい、全体の生態系バランスが崩れていってし

まうのは多分他の専門の方々も意見されていると思い

ます。最近の熊の問題ですべてとは言いませんが急速

な土地開発も一因なのではないでしょうか…。方針に

は土地利用にあたっては「周辺環境との調和を計りつ

つ」「農林業との十分な調整を図った上で」という文

言があります。検討の際には目先の利益や経済効果で

本方針の「美々川については、自然環境の保全に努

める。」等の記載だけでなく、本道の『美々川自然再

生計画』等においても、美々川の保全は基本としてお

り、今回新たに「④秩序ある都市的土地利用の実現に

関する方針」に位置づける記載においても、「...周辺

環境との調和を図りつつ...」等位置づけておりますの

で、関係法令等に基づき、美々川への影響等を検討し

たうえで、必要に応じて、都市的土地利用が検討され

るものと考えております。 

本方針の見直しにあたっては、この新たな記載によ

り検討され得る都市的土地利用は、千歳市への次世代

半導体製造工場の立地を契機とした、半導体関連産業 

等による経済活性化や人口増加を見越すものであり、

本圏域にとって必要なものと認識しているところでご

ざいます。 

ただし、今後の個別都市計画の決定等において、新

たな都市的土地利用を検討する際には、自然環境への

影響等について、関係法令等に基づき、関係機関等と

協議・検討等がされたうえで、既存の市街化区域内で

は対応が困難であることや、適正な開発規模であるこ

と等、必要に応じて、手続きが進められるものと考え 50



 

 

はなく、何十年先の人間以外の生物や地球の未来を考

えた上で判断していただきたいです。 

ております。 

したがって、今回、美々川の保全を基本としながら

も、こうした土地利用を「検討」していくうえで、新

たに位置づける記載は必要と判断した次第であります

こと、ご理解いただければ幸いです。 

 なお、ご意見の視点はまちづくりにとっても重要な

ものと考えますので、該当市へも伝えさせていただき、

今後の参考といたします。 

 Ｃ 

＜こどもの意見募集結果＞ 

千歳地区の開発に反対します。ウトナイ湖周辺の貴重

な野生動物が存在する地域を将来まで維持するため、

産業や人の生活圏と自然区域の緩衝地帯を維持してく

ださい 

今回新しく追加する千歳地区の開発については、ウ

トナイ湖周辺の貴重な野生動物が存在する地域を守る

ことはあたりまえとしながらも、千歳市やそのお隣の

町にとって、人が生活していくうえでも必要と考える

ときには、その地域への影響を考えて開発が進められ

ると考えているので、野生動物がいなくなる心配はな

いと考えています。ただし、いただいた意見について

は、まちづくりの大切な考え方ですので、千歳市にも

伝えます。 

 Ｃ 

 

  ※「意見に対する道の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

 
Ａ 意見を受けて案を修正したもの 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 

 

   

 

問い合わせ先 

 建設部都市計画課（基本計画係） 

 電話０１１-２０４-５５６３ 

    内線 ２９－８１１ 
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